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第２条関係 

１ 「職員」とは、役員、教育職員、事務職員、臨時職員、嘱託職員、契約職員、非常勤

講師等、十文字学園女子大学に在職するすべての者をいう。 

２ 「学生」とは、学部及び大学院の学生（外国人留学生含む）のほか、研究生、科目等

履修生等、本学に修学するすべての者をいう。 

３ 「不利益」には、次のようなものを含む。ただし、「アカデミック・ハラスメントに係

る不利益」は、第２号及び第３号とする。 

一 昇任、配置換等の任用上の取扱いや昇格、昇給、勤勉手当等の給与上の取扱い等

に関する不利益 

二 進学、進級、成績評価及び教育研究上の指導を受ける際の取扱いにおける不利益 

三 誹謗中傷を受けることその他事実上の不利益 

 

第４条関係 

「職員又は学生を監督する地位にある者」は、他の職員を事実上監督していると認めら

れる地位にある者及び事実上学生を教授、指導する立場にある者をいう。 

 

第１５条関係 

「ハラスメントに関する相談」には、ハラスメントによる被害を受けた本人からのもの

を基本とする。ただし、以下の者からの相談についても、相談者から事情を聞くものとす

る。 

一 他の者がハラスメントをされているのを見て不快に感じる職員からの申出 

二 他の者からハラスメントをしている旨の指摘を受けた職員からの相談 

三 部下等からハラスメントに関する相談を受けた監督者からの相談 

 

第１６条関係 

「相談の連絡があった場合」には、面談のほか手紙、電話、ファックス又は電子メール

での申出も含まれる。 


